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神奈川県重症心身障害児(者)を守る会 
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巻
頭
言 

  

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
中
に
蔓
延
し
て
か
ら
の
夏
も
３
回
目
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
６
月
頃
に
は
第
６
波
も
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
少
し
気

の
緩
ん
だ
と
こ
ろ
７
月
に
入
り
急
激
な
感
染
が
広
が
り
始
め
第
７
波
と
な
り
未

だ
収
ま
る
様
子
も
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
３
年
間
の
生
活
仕
様
に
慣
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策
を
し
な
が
ら
動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
我
々
守
る
会
も
対
策

を
講
じ
な
が
ら
総
会
も
開
催
で
き
、
ま
た
役
員
会
も
対
面
で
会
議
を
開
催
し
活
動

を
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

第
７
波
は
感
染
力
が
強
い
よ
う
で
、
在
宅
の
方
で
は
親
子
感
染
、
濃
厚
接
触
者

で
自
宅
待
機
等
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
入
所
施
設
で
も
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
幸
い
に
も
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
で
は
職
員

さ
ん
が
防
護
服
を
着
て
の
看
護
・
介
護
は
動
き
に
く
く
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
重
症
児
者
の
家
族
と
し
て
、
関
わ

っ
て
頂
い
て
い
る
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
会
員
の
皆
様
に
は
役
員
活
動
が
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
活
動
と
し
て
本
部
と
の
関
連
で
、
全
国
支
部
長
会
議
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
運
営
会
議
、
４
つ
の
専
門
部
会
（
国
立
施
設
部
会
、
重
症
施
設
部
会
、
在
宅

部
会
、
母
親
部
会
）
が
あ
り
、
年
に
数
回
、
本
部(

世
田
谷
三
宿)

に
出
向
き
会
議
に

参
加
し
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
神
奈
川
県
支
部
と
し
て
役
員
会
開
催(

基

本
月
１
回)

、
ま
た
、
神
奈
川
県
障
害
児
者
父
母
の
会
連
盟
に
属
し
て
い
て
、
県
に

要
望
書
を
提
出
し
県
と
の
懇
談
会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
１
２
月
４
日
の
父
母
連

促
進
大
会
も
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
団
体
と
の
会
議
等
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
戦
い
で
す
が
、
親
た
ち
も
子
供
た
ち
も
そ
れ
ぞ

れ
新
し
い
生
き
方
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
未
来
を
見
据

え
て
負
け
な
い
よ
う
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

会
長 

谷
口 

久
美 

 

横浜赤レンガ倉庫 



 

医療的ケア児のノーマライゼーション 
 

 

 

神奈川県重症心身障害児者関係施設協議会 

会長 根津敦夫 

 

前・大川会長からの交代で、本年度から会長に就任しました横浜医療福祉センター港南センタ

ー長の根津と申します。一言ご挨拶申し上げますとともに、最近思ったことを述べさせて頂きま

す。 

当施設は本年度からベッド数を 128 床から 160 床に増床することができました。これもひと

えに皆様方のご信頼とご支援のお陰であり、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

近年、「医療的ケア児」という用語が広く社会に知れ渡るようになったと同時に、医療的ケア

が学校・社会生活に参加する上での支障にならないよう、様々な施策が始められています。 

 

一例では、特別支援学校において、在宅用人工呼吸器を装着している学童が、保護者同伴なし

でスクールバス通学して授業を受けられるように、看護師の配置が進んでいます。1970 年代に

あった川崎での車椅子バス乗車拒否の状況から思えば、我々の社会は約 50 年を経て、確かに成

長していると実感する今日この頃です。今後おそらく、このような医療的ケア面でのバリアフリ

ーが整備されるとともに、人工知能、ロボット技術、視線入力装置、SNS など様々な先端技術

を活用して、重症心身障害を持つ方々も、地域の一員として自分の生きがいを見つけ、役割を担

って活躍しやすい社会に発展してゆくことでしょう。 

 

医療の分野でも、在宅療養を支援する訪問看護師・訪問診療医が数多く増え、目覚ましいご活

躍をしておられます。今後、生体信号監視装置も小型化かつ高性能化して、些細な呼吸困難、て

んかん発作、その他の体調変化をすみやかに感知でき、かつオンライン診療・夜間往診なども充

実して、重症心身障害を持つ方々がもっと安心して地域生活できる時代が、すぐそこまで来てい

るように思われます。 

 

しかしながら、社会や医療がそのように進歩したとしても、重症心身障害を持つ方々が地域社

会の中で完全に自立して生活することは、やはり不便なこともあると思われます。彼らの思いを

代弁できる家族との絆は欠くべからざるものですし、あるいは医療が充実した入所施設での生

活がまったくなくなる状況もいささかご不安かと察します。 

 

したがって、神奈川県重症心身障害児（者）を守る会がこれまで果たされてきた役割は、今後

も求め続けられることは間違いありません。神奈川県重症心身障害児者関係施設協議会は、これ

からも重症心身障害を持つ方々と神奈川県重症心身障害児（者）を守る会の皆様の想いを実現す

べく鋭意努力する所存ですので、引き続きご理解とご支援のほどをよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 



 

第５６回 神奈川県重症身障者児を守る会総会（報告） 
 

 

 
去る２０２２年６月１２日に、ユニコムプラザ相模原(相模大野)において総会を開催いたしま

した。その概要をご報告します。 
コロナ渦のため、２０１９年を最後に総会が開催出来なくて、２０２０年と２０２１年は書面

による総会議決となっていました。３年ぶりの総会開催でしたが、やはりコロナ渦のため来賓は
お呼びできず、講演会や学習会も予定できませんでした。 
そんな総会となりましたが、役員を含め２６名の御参加をいただき、活発な意見交換を行うこ

とが出来ました。総会に参加された方も、やはり一堂に会しての総会が良かったと感じたのでは
ないでしょうか。１日も早くコロナ渦が落ち着き、勉強会なども実施出来るようになってほしい
と願っています。 
総会概要につきましては、以下の通りです。 

 

 

 

１．資格審査（定足数）報告  

   総会出席者２６名／委任状提出者１３５名→議決出席者１６１名 

（会員総数１９８名の３分の２超え／会則第１２条により、総会成立） 

２．議長／議事録認証人／書記 

議長／山崎幹事、議事録認証人／中鉢幹事・平岡幹事、書記／佐藤幹事 

３．議案審議 

   第１号議案 令和３年度活動報告 

第３号議案 令和４年度活動計画 

第５号議案 役員の選任 

いずれも意見は特に無く、満場一致で議案書の通り採択されました。 

第２号議案 令和３年度決算書及び監査報告 

第４号議案 令和４年度予算書 

川崎分会費についての課題が提起され、意見交換を行いました。 

その途中で令和４年度の分会費金額について提案がありましたが、挙手による採決を行

って「議案書通り」と採決されました。 

今年度一年かけて川崎分会費の在り方について検討をすることを前提として採決を行

い、満場一致で議案書の通り採択されました。 

 

 
新しい役員さんの紹介 
 

七川 富美子さん 
川崎分会の七川です。娘は 10 歳で市立小学校の特別支援学級に通っていま

す。障がいがあっても、子どもも親も地域で豊かに暮らす。そのために必要な

地域づくりや家族支援などの仕事をしています。よろしくお願いします。 
  

松澤 美也さん 
川崎分会の松澤美也です。29 歳娘の居場所のためにと、友人たちと通所先や

グループホームの開設に関わってきました。娘も新しい生活に慣れ、私も彼女

を送り出した生活に、ようやく慣れて来たところです。 
 

 

 

 



 

神奈川県支部川崎分会の成り立ちと活動のご紹介 

 
川崎分会 山崎 健一 

 

川崎市では 2005年（平成 17年）「ソレイユ川崎」が出来るまで重心施設がありませんでし

た。それまではショートステイや緊急一時預かりなどを近隣の東京や横浜などの施設をお借り

するしかなく、入所に至ってはなかなか難しい状況がありました。 

 

そのような中で平成 13年に川崎市が主導でニーズ調査委員会が発足し、川崎市内の重症児の

親の声をまとめていくことができました。 

翌年には重症心身障害児施設の基本構想が検討され、いよいよ施設ができるという現実味が

帯びてきました。 

 

さらに翌年には運営法人も決まり、決定的になっ

た時、私たちの声をまとまった形で反映するために

も川崎で「守る会」を立ち上げようと当時、神奈川

県支部に在籍していた小泉さんを中心に有志が声を

あげました。それが、「川崎守る会」の産声だった

と記憶しています。 

また、在宅で暮らす重症児のサポート拠点として

良い施設にしていくためにも、施設側に交渉する団

体として必要だと感じたからです。 

 

話は前後しますが、川崎の重心の親の活動の始ま

りは療育センターに通う親の交流から生まれまし

た。「地域療育センターの医療を充実させる会」として 1996年 3月に会報を発行し、賛同者を

募りました。 

一方、1997年 9月に障害児の母親、養護教員や看

護師が集まって重度障害者の在宅でのより良い支援を

考える「川崎在宅療育を考える会」が発足しました。 

この二つの活動がやがて一つになり、2000年 6月

「療育ねっとわーく川崎」が誕生します。 

「川崎守る会」が出来る前は主に「療育ねっとわー

く川崎」が支援や学習会を行う団体でした。現状も

「親の会」ではなく NPO 法人として在宅支援のネッ

トワーク作りや相談、支援を幅広く行っています。 

 

川崎分会の活動 

「川崎分会」の設立当初は地域の夏まつりイベント

への出店やフリーマーケットの出店で守る会の活動紹

介のチラシを配布して啓蒙と活動資金の運動を行って

いました。 

 

川崎市への要望も在宅支援や新たな重心施設の建設

の要望などを提出してきました。 

 

運営法人の説明会 

施設建設中の見学会 

バザーの様子 



療育キャンプ 

川崎で行っている「療育キャンプ」もルーツは古く 1998年 8月に開催された宿泊合宿が最初

の契機でした。「療育ねっとわーく川崎」が引き継いで「夏の家」という形で 2010年まで続け

られ、2007年から「川崎分会」が神奈川県支部の行事として本部から助成金を受けて「療育キ

ャンプ」として実施するようになりました。 

多くのボランティアさんに支えられ、二泊三日でたくさんのイベントをして盛り上がりま

す。学生ボランティアさんの中にはこの経験をもとに障害福祉分野に興味を持ってくれる方が

多くいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お楽しみ音楽会 

毎年 11 月か 12 月に「ソレイユ川崎」様

の会場をお借りしてフォーク DUO バンド

「歌正」ライブや会員有志による寸劇をしていま

す。 

最後はビンゴ大会で素敵な商品の獲得に会場が盛

り上がります。 

これらのイベントが新型コロナの影響でここ 3 年

実施できていないのが残念です。 

 

 

音楽会の様子 



 

神奈川県重症心身障害児（者）を守る会＜会員の広場＞ 
 

 

神奈川病院 重症心身障害病棟 51 年目の現在  

～コロナ禍で、いまできることを～ 

 

国立病院機構神奈川病院 療育指導室長 稲澤 淳一 

 

 

国立病院機構神奈川病院 重症心身障害病棟

は、昨年度開棟 50 周年を迎え、昨年 10 月に記

念式典を実施しました。本来であればご家族の皆

さまをお招きして盛大にお祝いしたいところでし

たが、感染対策のため、リモートを活用して利用

者さんのみご参加いただく形となりました。当院

保護者会（ひまわり会）の小松会長からもお祝い

のビデオメッセージをいただき、感謝しておりま

す。これまでの 50 年を振り返るとともに、この

先も利用者さんやご家族にとって、安心できる生

活の場であり続けたいと考えております。 

コロナ禍で、窓越しまでの面会や、外出に制限がかかっている不自由な状況が続いております。

この状況下で、安全に療育活動や行事に取り組めるのか、日々試行錯誤しております。この場を

お借りして、最近の取り組みをご紹介させていただきます。 

 

 

「リモートお買い物体験」セブンイレブン秦野

落合北店にご協力いただき、タブレットを活用し

て、職員がお店から中継する形をとりました。会

場のホールでは、大きなスクリーンに画像を映し

出し、利用者さんがご自身で好きな商品を選び、

召し上がる楽しさを体感していただきました。会

場には、お店の実際の陳列棚の写真も掲示するこ

とで、コンビニの雰囲気を高めるとともに、ウイ

ンドウショッピングを楽しめるようにしました。

地域の社会資源と繋がる取り組みとしても、有用

ではないかと考えております。 

 

他にも、YouTube 等を活用して、離れていてもご家族と一緒に同じコンサートを聴けるよう

にするなど、いまできることはなにか、楽しい時間を共有できるように企画していきたいと思い

ます。 

感染対策チームとも連携をはかり、病棟内での

行事や療育活動は、できる限り制約なく、これま

で通りの形で実施させていただいております。 

利用者さんもご家族も、私たちスタッフも、元

気にコロナ禍を乗り切ることができますように。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

学びの出前：訪問型生涯学習 
 

だれもが学び続けられる社会を目指して「訪問カレッジ Enjoy かながわ」 
 

NPO 法人フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会 成田裕子 
  

 

私は、退職後（元特別支援学校教員）地域生活のお

手伝いができればと現在の NPO に入り、「みんなの

トイレに大人用ベッドの設置活動」や、今回紹介する

訪問型生涯学習「訪問カレッジ Enjoy かながわ」の

事業を始めました。 

重度の障害のある方は、自分の気持ちを自分の方

法で表出し伝えることを、学校等の学びの場で得て

きています。学びの場は、自分を表現する場であり自

己実現の場です。自分の好きな事楽しい事を掘り下

げ、人生を豊かにする場でもあります。カレッジで学

ぶ A さんは、低体温で発作が多く覚醒状態も安定し

ませんが、手や指を支援員と一緒に動かし、指編みや腕編みで製作し、身近な人にプレゼントし

ています。一緒に動かしていると身体がリラックスし、手指が暖かくなり、学習支援員との間に

一体感が生まれます。B さんは、宇宙や恐竜の話をすると集中して聴き、足でレバースイッチを

盛んに動かし気持ちを伝えます。 

2019 年、私たちは退職教員の仲間の協力を得て、特別支援学校の訪問籍を卒業した２人を対

象に事業を立上げました。東京都では１０年前に既にありましたが、この２人の「卒業後も学び

たい」の声に押され、神奈川での一歩をスタートしました。４年目の現在、カレッジ生は 15 名

になり、卒後も学び続けたいと考えている人は多いと思います。「目標や楽しみがあって、肯定

してくる存在があることは、本人はもちろんのこと、家族にも生活の幅を広げてくれます。」と、

カレッジ生の保護者から頂いた言葉です。この言葉は、私たちの事業を肯定し、支えてくれてい

ます。実践を通し私たちも、重度障害者や医療的ケアのある方の生涯学習の意義を改めて再認識

しています。 

文部科学省が全国の守る会等の協力を得て行った重度重複障害のある方を対象にしたアンケ

ート調査では 50.8％が現在生涯学習に取り組めていないと回答しています。その理由として「ど

のような学習があるか知らない」「取り組みたい内容の学習を提供する場がない」といった情報

提供の少なさや学びの場の不足があげられます。心身の状況や生活の場の安定が優先され、学び

に関心を向けるだけの余裕がないことも要因としてありますが、重度重複障害のある方やその

ご家族の「学校卒業後も学びを継続したい」という想いに対して、十分な学びの場がないのが現

状です。 

私たちは全国 12 団体で構成する「重度障害者・生

涯学習ネットワーク」を作り、重度障害者を対象とし

た訪問型学習支援事業の持続可能な制度創設を目指

しています。今年は、文部科学省の令和 4 年度「学校

卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研

究事業」にも採択され、令和 4 年 11 月 25 日(金）～

27 日(日)の期間に、パシフィコ横浜の会場を借りて訪

問カレッジ「学びの実り アート＆ミュージックミュ

ージアム」を開催します。関心のある方は、是非お越

しいただき、カッレジ生の豊かな学びの様子をご覧く

ださい。 
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神奈川県重症心身障害児（者）を守る会 ホームページ 

https://kanagawa-mamorukai.org/ 

※ リニューアルしました！ 
 

 

 

 

 

 

編集後記 

なかなか収まらない新型コロナ、ロシアによるウクライナ侵攻、ミャンマーの軍による

市民弾圧や、アジア地域における中国の勢力拡大など、不安になることが多いと感じます。 

平和を望む気持ちを持った人は多いはずと思いますが、何でこんなことになってしまっ

たのでしょうか？ 

「平和ボケ」していたからでしょうか？そんなことを最近よく考えてしまします。 

私が大切だと思うことは「人を信じること」です。しかし、この様な世の中になると「不

安」が先行してしまいます。その「不安」は人を信用できなくなることでもあります。中

国や北朝鮮が武力行使を行うかもしれないから、日本の防衛力も憲法を改正して上げなけ

ればならない。というような不安をあおる声が高まっているような気がします。それも私

の不安の一つです。 

私が政治家にお願いしたいことは、戦いに備える事ではなく、話し合いでお互いの立場

や考え方を尊重し、対立を収める事です。 

「争い」どれほどの犠牲者が出れば「話し合い」を始めるのでしょうか？どちらかの指

導者が「負けた」というまで武器は降ろされないのでしょうか？ 

「決して争ってはいけない、争いの中に弱い者の生きる場はない」は真実です。世界中、

どこの戦場を見ても悲しい現実を突きつけられます。 

争いよりも平和を望む人が多い事を信じていたい！と強く思う今日この頃です。 

 

編集委員：山崎 

https://kanagawa-mamorukai.org/

